
　弥生時代の人
ひと

々
びと

は、いったいどのようなものを食
た

べていたの

でしょうか？　水
すい

田
でん

での稲
いな

作
さく

が本
ほん

格
かく

的
てき

に始
はじ

まった時代であるこ

とは有
ゆう

名
めい

です。では、他
ほか

には何
なに

を食べていたのでしょう？　妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

からは、煮
に

炊
た

き等
など

の調
ちょう

理
り

に使
つか

われ、炭
すみ

になった実
み

や

種
たね

が見つかっています。イネ、キビ、アワ、ヒエ、マメ類
るい

など

の穀
こく

物
もつ

やクリ、ドングリ、ブナ、モモ、ブドウ、トチ、サクラ、

アケビ、クルミ等
など

の木
き

の実
み

等
など

です。

　また、同
おな

じころに栄
さか

えた弥生のムラの青
あお

谷
や

上
かみ

寺
じ

地
ち

遺跡では、

シカやマグロ等
など

、動
どう

物
ぶつ

や魚
さかな

の骨
ほね

など食
しょく

料
りょう

に使っていたものがたくさん見
み

つかっています。

　ここ、妻木晩田遺跡の様
よう

な高
たか

台
だい

の乾
かん

燥
そう

した遺跡では、骨などはくちはててしまいますが、青谷上寺地遺跡の

様な湿
しっ

地
ち

帯
たい

にある遺跡では、これらが残ることがあり、そこから、弥生人の食生活を想像することができるのです。

　では、みなさんで弥生時代の食生活を体験してみることにしましょう。

　弥生時代の食生活を体験してみましょう。

青谷上寺地遺跡では大
たい

変
へん

めずらしいものが出土しています。それは、次のうちどれでしょう？
①弥生人の着

き

ていた服
ふく

　②弥生人の脳
のう

　③弥生人のうんち　⇒　（　　　　　　　　　）
クイズ

「弥生土
ど
器
き
」でご飯

はん
をたき、「潮

うしお
汁
じる
」を作ろう！

【準
じゅん

備
び

】�弥生土器、ブロック、まき、なた、火
ひ

おこし道
どう

具
ぐ

、しゃもじ、お玉
たま

、ふき竹
だけ

、米
こめ

、アサリ、塩
しお

�
弥生土器の一つにといだ米と水を入れ、もう一つにはアサリと水

みず

を入
い

れ下
した

準
じゅん

備
び

をします。

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 食

しょく

生
せ い

活
か つ

体
た い

験
け ん

～弥
やよい
生時

じ
代
だい
の食

しょく
事
じ
を

� 作
つく
ってみよう～1 1

❷マイギリを使
つか

って火をおこします。❶まきを割
わ

り、ブロック等
など

でかまどを
作ります。

❸細
こまか

いまきに火を移
うつ

し、火ふき竹で、
火の勢

いきお

いを強
つよ

くします。

❺ご飯がたき上
あ

がったら同
おな

じかまど
で、汁

しる

を作ります。塩で味
あじ

を調
ちょう

整
せい

し
て完

かん

成
せい

です。

❹ふたから水がふきこぼれるくらい火
の勢いを強

つよ

めます。ふきこぼれなく
なったら、まきの量

りょう

を減
へ

らし、中
ちゅう

火
び

にします。
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　弥生時代といえば、本
ほん

格
かく

的
てき

に米
こめ

づくりが始
はじ

まった時
じ

代
だい

といわれています。

　しかしながらその収
しゅう

穫
かく

量
りょう

が充
じゅう

分
ぶん

でなかったこともあり、畑
はたけ

や狩
か

り、漁
りょう

から得
え

た山
やま

や海
うみ

の幸
さち

を組
く

み合
あ

わせて、生
せい

活
かつ

していました。人
ひと

々
びと

は、食材になるものが豊
ほう

富
ふ

にある海の幸と山の幸が手
て

に入
はい

りやすい地
ち

に住
す

まいを構
かま

えたのでしょ

う。ここ妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

の人
ひと

たちは、自然と向
む

き合
あ

い、季
き

節
せつ

ごとに変
へん

化
か

する自然のめぐみを上
う

手
ま

く暮
く

らしに取
と

り入
い

れてい

ました。

クイズの答え…②③

※�みなさんの弥生時代の食
しょく

事
じ

はいかがでしたか？　今
きょう

日の「弥生の食
しょく

生
せい

活
かつ

」体
たい

験
けん

で発
はっ

見
けん

したことやわかった
こと等

など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

豆
まめ

知
ち

識
しき

1 弥
や よ い

生時
じ

代
だい

の食
しょく

材
ざ い

（ムラの四
し

季
き

と自
し

然
ぜん

のめぐみ）

　青谷上寺地遺跡は、湿
しっ

地
ち

帯
たい

であるため出
しゅつ

土
ど

する遺
い

物
ぶつ

の保
ほ

存
ぞん

状
じょう

態
たい

がよく、弥生人の脳
のう

やうんちなども見
み

つかってい

ます。そこでは、弥生人たちが食
しょく

料
りょう

にしていた動
どう

物
ぶつ

や魚
さかな

の骨
ほね

等
など

も見つかっています。その種
しゅ

類
るい

や量
りょう

は、シカとイノ

シシの骨が一
いち

番
ばん

多
おお

く、次
つ

いでムササビの骨がたくさん出土しています。他
ほか

には、カモシカ、ツキノワグマ、タヌキ、

テン、アナグマ、ノウサギ、ニホンアシカ、ニホンザル、クジラ類
るい

です。鳥
ちょう

類
るい

や魚
ぎょ

類
るい

では、コアホウドリ、クロダイ、

フグ、マグロ等
など

があり、貝
かい

ではマガキが最
もっと

も多く見られます。また、弥生時代の人
じん

骨
こつ

を元
げん

素
そ

分
ぶん

せきしたところ、海
かい

生
せい

哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

、海生魚類、海生貝類、草
そう

食
しょく

動物、植
しょく

物
ぶつ

とバランスよく様
さま

々
ざま

なものを食
た

べていたことも分
わ

かりました。

地
ち

下
か

の弥生博
はく

物
ぶつ

館
かん

「青
あお

谷
や

上
かみ

寺
じ

地
ち

遺
い

跡
せき

」豆 知 識 2

春
4月 5月3月

夏
7月 8月6月

秋
10月 11月9月

冬
1月 2月12月

木の皮の採取

鉄器づくり鉄器づくり

カヤの収穫、木の伐採

家づくり・メンテナンス

玉つくり

土器づくり
石器・木器づくり

船による交易 船による交易 船による交易

骨角器づくり 骨角器づくり

ウニ●
岩ガキ●

コイ・フナ・ナマズ  ●

マグロ●

シジミ●●シジミ●●
ボラ●●ボラ●●

アサリ●●
フグ●

アワビ・サザエ●カキ● カキ●

クロダイ●●

季節

およその月

食
料
獲
得
の
た
め
の
生
業

日
常
の
作
業

農業

採集

狩猟

漁撈

苗代づくり 陸稲の種まき
アワ・キビの種まき
ソバの種まき
マメの種まき

稲の収穫
アワ・キビの収穫
マメの収穫

ムギの種まき ムギ踏みなど

フキノトウ

除草・中耕

ワラビ
ゼンマイ

ヨモギ
イチゴ

ヤマグワ
スモモ

モモ

シカ
サギ

イノシシ
シカ
キジ

ヤマドリ
カモ

イノシシ
シカ
キジ

ヤマドリ
カモクリ

ヤマブドウ
アケビ

オニグルミ
トチ

キノコ

淡水
汽水
海水

祭
り 

（
虫
送
り
・
雨
乞
い
祈
願
）

祭
り 

（
豊
作
祈
願
）

祭
り 

（
収
穫
儀
礼
）

祭
り 

（
予
祝
儀
礼
）

のう ぎょう

さい しゅう

しゅ りょう

ぎょ

たんすい

なえしろ りくとう たね じょそう ちゅうこう

たね

たね

たね

しゅうかくいね たね ふ

しゅうかく

しゅうかく

き すい

かいすい
ろう

いわ

こっ

き

いえ

ふね こうえき ふね

せっ き もっ き

こうえき ふね

ど き

てっ

たま

しゅうかく き ばっさい

き

こうえき

かわ さいしゅ

かく

てっ き

き こっかく き

つき

き せつ は る

が つ が つ が つ が つ が つ が つ が つ が つ が つ が つ が つ が つ

な つ あき ふ ゆ

し
ょ
く

ま
つ

ま
つ

む
し

お
く

あ
ま

ご

き

が
ん

ほ
う

さ
く

き

が
ん

ま
つ

し
ゅ
う

か
く

ぎ

れ
い

ま
つ

よ

し
ゅ
く

ぎ

れ
い

り
ょ
う
か
く

と
く

 

せ
い

に
ち

じ
ょ
う

さ

ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
う
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